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(百万円未満切捨て)

１．2026年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年４月１日～2025年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期中間期 26,237 7.6 1,972 37.6 2,041 44.4 1,452 37.3
2025年３月期中間期 24,385 6.1 1,433 29.8 1,413 2.5 1,057 10.9

(注) 包括利益 2026年３月期中間期 1,700百万円( 74.5％) 2025年３月期中間期 974百万円(△15.8％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期中間期 113.49 ―

2025年３月期中間期 80.84 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期中間期 40,457 23,362 57.7

2025年３月期 36,677 22,123 60.3
(参考) 自己資本 2026年３月期中間期 23,362百万円 2025年３月期 22,121百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 ― 0.00 ― 36.00 36.00

2026年３月期 ― 0.00

2026年３月期(予想) ― 36.00 36.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 52,500 2.7 3,050 1.5 3,200 1.0 2,250 2.3 175.82
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期中間期 13,086,200株 2025年３月期 13,086,200株

② 期末自己株式数 2026年３月期中間期 289,076株 2025年３月期 288,919株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年３月期中間期 12,797,221株 2025年３月期中間期 13,083,793株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ
ての注意事項等については、添付資料４ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に
関する説明」をご覧ください。



井村屋グループ㈱(2209) 2026年３月期 第２四半期（中間期）決算短信

1

○添付資料の目次

１．経営成績等の概況 ………………………………………………………………………………………２

（１）当中間期の経営成績の概況 …………………………………………………………………………２

（２）当中間期の財政状態の概況 …………………………………………………………………………４

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 …………………………………………………４

２．中間連結財務諸表及び主な注記 ………………………………………………………………………５

（１）中間連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………５

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書 ………………………………………………７

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………９

（４）中間連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………11

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………………11

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………………………11

（セグメント情報） ……………………………………………………………………………………11



井村屋グループ㈱(2209) 2026年３月期 第２四半期（中間期）決算短信

2

１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善やインバウンド消費の増加などにより緩やか

な回復基調が見られました。一方、米国の関税政策の影響や中国経済の低迷に加え、エネルギー価格や原材料価格

は高止まりしており、先行きは依然として不透明な状況が続いております。

このような状況のもと、2025年度は当社グループの中期経営計画「Value Innovation 2026（新価値創造）」の

２年目を迎え、目標達成に向けた重要な年度となります。今期の活動指針を「不易流行」とし、収益構造の強化に

グループ全体で取り組んでおります。

当中間連結会計期間における当社グループの売上高については、井村屋株式会社の冷菓カテゴリー、菓子カテゴ

リー、点心・デリカテゴリーを中心に売上が増加しました。また、井村屋フーズ株式会社におけるOEM商品の受注

が順調に推移しました。

損益面では、原材料価格が高止まりし、物流コストも上昇しておりますが、一部商品の価格改定を実施するとと

もに、継続的な生産性向上活動によるコスト低減にて利益確保に努め、営業利益が増加しました。

以上の結果、連結売上高は262億37百万円（前年同期比7.6％増）となりました。営業利益は19億72百万円（前年

同期比37.6％増）、経常利益は20億41百万円（同44.4％増）、親会社株主に帰属する中間純利益は14億52百万円

（同37.3％増）となり、売上高及び各利益ともに中間連結会計期間として過去最高の業績となりました。

各セグメントの概況は次のとおりであります。

① 流通事業

流通事業（BtoC事業）の中心となる井村屋株式会社では、菓子、食品、デイリーチルド、冷菓、点心・デリカテ

ゴリーの各カテゴリーで売上が増加しました。BtoB事業の井村屋フーズ株式会社では、スパウチ商品の受注が増加

しました。

以上の結果、流通事業の売上高は239億14百万円（前年同期比7.9％増）となり、セグメント利益は24億61百万円

（同20.9％増）となりました。

流通事業におけるカテゴリー別の概況につきましては以下のとおりです。

（菓子カテゴリー）

防災対策への関心が高まる中、長期保存が可能な防災備蓄用商品「えいようかん」、「チョコえいようかん」

は、引き続き好調に推移しました。また、「片手で食べられる小さなようかん」シリーズも好評をいただき、売上

が伸長しました。さらに、独自の冷凍技術を活かし和菓子のおいしさをそのまま提供する冷凍和菓子では、「井村

屋謹製 たい焼き（つぶあん）」や新商品「井村屋謹製 たい焼き（白つぶあん）」が好評を博し、売上が増加しま

した。

以上の結果、菓子カテゴリーの売上高は50億99百万円（前年同期比8.8％増）となりました。

（食品カテゴリー）

「レンジで煮物」シリーズは、野菜を切って商品の袋に入れるだけで調理できる簡便性とおいしさが評価を受け

売上が伸長しました。冷凍食品では新商品「mini PIZZAベーコン＆チーズ」も売上増加に貢献しました。井村屋フ

ーズ株式会社の食品加工事業においては、スパウチ商品の受託加工が伸長しました。

以上の結果、食品カテゴリーの売上高は30億84百万円（前年同期比5.0％増）となりました。

（デイリーチルドカテゴリー）

「豆腐類」では「大豆屋和蔵 大豆ッ子」の売上が順調に推移しましたが、家庭内食向けの「チルドパックま

ん」は、残暑による天候要因もあり売上が減少しました。

以上の結果、デイリーチルドカテゴリーの売上高は７億39百万円（前年同期比1.0％減）となりました。
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（冷菓カテゴリー）

主力商品の「あずきバー」シリーズが順調に推移し、上期において過去最高の売上本数２億72百万本を記録し、

売上が増加しました。アメリカのIMURAYA USA, INC.においては、現地生産商品の売上が伸長しました。また、マ

レーシアのIMURAYA MALAYSIA SDN. BHD.においても、マレーシア国内市場拡大に積極的に取り組んでおります。

以上の結果、冷菓カテゴリーの売上高は127億67百万円（前年同期比7.9％増）となりました。

（点心・デリカテゴリー）

「肉まん・あんまん」などの点心・デリカテゴリーは、高付加価値商品が好調に推移するとともに、新発売商品

の効果もあり、コンビニエンスストアでの売上が増加しました。

以上の結果、点心・デリカテゴリーの売上高は19億81百万円（前年同期比16.6％増）となりました。

（スイーツカテゴリー）

スイーツカテゴリーでは、「La maison JOUVAUD（ラ・メゾン・ジュヴォー）」の売上が、広尾店、虎ノ門ヒル

ズ店、KITTE名古屋店において前年同期を上回りました。しかし、EC販売や催事販売を含む特別販売においては、

催事販売の回数が減少したため、売上が前年同期を下回りました。

以上の結果、スイーツカテゴリーの売上高は１億83百万円（前年同期比9.3％減）となりました。

なお、今期中に３年ぶりとなる新規出店「アンナミラーズ 南青山店」をオープンする予定であり、お客様満足

の向上に努めてまいります。

（VISON（ヴィソン）カテゴリー）

VISON（ヴィソン）カテゴリーでは、日本酒の製造・販売を行う「福和蔵」と、和菓子を販売する「菓子舗井村

屋」の２店舗を三重県多気町の大型商業リゾート施設VISON内にて運営しております。しかし、施設の来場者数が

伸び悩んだこともあり、両店舗とも売上は減少しました。

以上の結果、VISON（ヴィソン）カテゴリーの売上高は58百万円（前年同期比7.5％減）となりました。

② 調味料事業

中国の調味料事業は、中国経済の低迷が続く影響を受け、中国国内の売上が伸び悩みました。国内では井村屋フ

ーズ株式会社のシーズニング事業において、機能性素材を用いたOEM商品の販売が伸長しました。

以上の結果、調味料事業の売上高は22億９百万円（前年同期比4.8％増）となり、セグメント利益は３億93百万

円（同40.3％増）となりました。

③ その他事業

イムラ株式会社においてSDGsの取り組みの一環として井村屋商品のアウトレット販売を行っている「MOTTAINAI

屋」は、引き続き地域のお客様に好評いただいており、来客数及び売上ともに増加しました。

以上の結果、井村屋グループ株式会社の賃貸事業を加えた、その他事業の売上高は１億14百万円（前年同期比

3.9％増）となり、セグメント利益は28百万円（同49.3％増）となりました。
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（２）当中間期の財政状態の概況

当中間連結会計期間の財政状態は以下のとおりであります。

総資産は404億57百万円となり、前連結会計年度末に比べ37億80百万円の増加となりました。流動資産は、夏物

商品の販売に伴う売掛金の増加などにより、23億56百万円増の153億29百万円となりました。固定資産は、新工場

の建設に伴う建設仮勘定の増加などにより、14億23百万円増の251億28百万円となりました。

負債は170億95百万円となり、前連結会計年度末に比べ25億40百万円の増加となりました。流動負債は、冬物商

品の生産に連動した買掛金や短期借入金の増加などにより、24億18百万円増の144億17百万円となりました。固定

負債は、その他に含まれる繰延税金負債の増加などにより、１億22百万円増の26億77百万円となりました。

純資産は利益剰余金の増加などにより、12億39百万円増の233億62百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

第３四半期に向けて、下期の主力商品となる点心・デリ商品類の売上増加など、順調に推移する見込みではあり

ますが、原材料価格や物流コストの上昇に加え、消費動向も依然として先行き不透明な状況が続いている事を慎重

に考慮し、2025年５月９日付の「2025年３月期決算短信」において公表いたしました業績予想につきましては現時

点では変更はありません。

ただし、今後の業績推移等によって通期業績予想の見直しが必要と判断した場合には、速やかに開示いたしま

す。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,516,238 1,628,709

売掛金 6,303,740 7,719,994

商品及び製品 3,544,047 3,814,441

仕掛品 359,027 421,803

原材料及び貯蔵品 841,893 967,095

その他 409,377 778,975

貸倒引当金 △1,281 △1,459

流動資産合計 12,973,043 15,329,561

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 20,728,792 20,913,041

減価償却累計額 △12,355,149 △12,692,787

建物及び構築物（純額） 8,373,642 8,220,253

機械装置及び運搬具 20,948,233 20,937,836

減価償却累計額 △16,123,828 △16,427,252

機械装置及び運搬具（純額） 4,824,405 4,510,584

土地 4,369,858 4,457,295

その他 3,101,479 4,408,506

減価償却累計額 △1,355,986 △1,439,757

その他（純額） 1,745,492 2,968,748

有形固定資産合計 19,313,399 20,156,883

無形固定資産

リース資産 86,361 81,138

その他 18,229 20,667

無形固定資産合計 104,591 101,805

投資その他の資産

投資有価証券 2,435,806 2,872,831

退職給付に係る資産 1,456,657 1,456,105

その他 394,761 541,280

貸倒引当金 △626 △626

投資その他の資産合計 4,286,599 4,869,590

固定資産合計 23,704,590 25,128,279

資産合計 36,677,633 40,457,840
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,564,536 4,245,435

電子記録債務 1,678,865 1,654,671

短期借入金 900,000 2,150,000

未払金 3,738,176 3,772,146

未払法人税等 504,951 860,909

賞与引当金 691,096 836,732

役員賞与引当金 60,000 -

その他 862,077 897,848

流動負債合計 11,999,704 14,417,743

固定負債

執行役員退職慰労引当金 79,638 51,114

退職給付に係る負債 13,030 14,385

資産除去債務 144,383 144,973

その他 2,317,595 2,467,045

固定負債合計 2,554,647 2,677,519

負債合計 14,554,351 17,095,262

純資産の部

株主資本

資本金 2,576,539 2,576,539

資本剰余金 3,810,519 3,810,519

利益剰余金 13,198,515 14,190,135

自己株式 △716,743 △717,134

株主資本合計 18,868,831 19,860,059

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 878,735 1,192,455

土地再評価差額金 1,903,231 1,903,231

為替換算調整勘定 △11,497 △25,715

退職給付に係る調整累計額 482,215 432,546

その他の包括利益累計額合計 3,252,684 3,502,518

非支配株主持分 1,766 -

純資産合計 22,123,281 23,362,577

負債純資産合計 36,677,633 40,457,840
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

売上高 24,385,917 26,237,424

売上原価 15,694,463 16,674,212

売上総利益 8,691,454 9,563,211

販売費及び一般管理費 7,258,146 7,590,271

営業利益 1,433,307 1,972,940

営業外収益

受取配当金 39,529 52,866

受取家賃 16,841 19,339

その他 60,027 50,016

営業外収益合計 116,398 122,223

営業外費用

支払利息 28,169 33,219

為替差損 107,252 13,329

その他 438 7,158

営業外費用合計 135,860 53,707

経常利益 1,413,846 2,041,456

特別利益

投資有価証券売却益 - 90,115

受取補償金 59,429 -

その他 50,491 12,166

特別利益合計 109,921 102,281

特別損失

固定資産除却損 314 202

棚卸資産処分損 40,513 -

特別損失合計 40,828 202

税金等調整前中間純利益 1,482,939 2,143,535

法人税、住民税及び事業税 541,669 781,205

法人税等調整額 △107,772 △88,756

法人税等合計 433,897 692,448

中間純利益 1,049,042 1,451,086

非支配株主に帰属する中間純損失（△） △8,684 △1,235

親会社株主に帰属する中間純利益 1,057,726 1,452,322
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中間連結包括利益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

中間純利益 1,049,042 1,451,086

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △147,304 313,719

為替換算調整勘定 134,008 △14,748

退職給付に係る調整額 △61,236 △49,668

その他の包括利益合計 △74,532 249,302

中間包括利益 974,509 1,700,389

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 984,296 1,702,156

非支配株主に係る中間包括利益 △9,786 △1,766
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 1,482,939 2,143,535

減価償却費 1,090,044 1,037,402

貸倒引当金の増減額（△は減少） △39 178

受取利息及び受取配当金 △42,007 △55,007

支払利息 28,169 33,219

為替差損益（△は益） 37,597 9,788

固定資産除売却損益（△は益） △1,166 △224

受取補償金 △59,429 -

投資有価証券売却損益（△は益） - △90,115

売上債権の増減額（△は増加） 534,104 △1,422,593

棚卸資産の増減額（△は増加） △956,414 △465,165

仕入債務の増減額（△は減少） 720,532 664,034

未払金の増減額（△は減少） 630,618 552,097

未払消費税等の増減額（△は減少） △54,850 △57,824

賞与引当金の増減額（△は減少） 147,110 145,636

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △50,000 △60,000

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △87,686 △70,692

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △8,492 552

執行役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △132 △28,524

その他 195,559 △379,581

小計 3,606,458 1,956,716

利息及び配当金の受取額 42,007 55,007

利息の支払額 △28,169 △32,045

受取補償金の受取額 59,429 -

補助金の受取額 3,000 3,000

法人税等の支払額 △458,825 △363,602

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,223,900 1,619,075

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △875,811 △2,360,381

有形固定資産の売却による収入 1,481 500

無形固定資産の取得による支出 △1,781 △3,378

補助金の受取額 - 48,863

投資有価証券の取得による支出 △2,508 △2,631

投資有価証券の売却による収入 - 124,466

投資活動によるキャッシュ・フロー △878,619 △2,192,561
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(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,050,000 1,250,000

リース債務の返済による支出 △83,932 △93,163

自己株式の取得による支出 △431 △391

配当金の支払額 △421,366 △458,964

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,555,730 697,479

現金及び現金同等物に係る換算差額 41,895 △11,523

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △168,553 112,471

現金及び現金同等物の期首残高 1,326,715 1,516,238

現金及び現金同等物の中間期末残高 1,158,162 1,628,709
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報）

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)

合計

流通事業 調味料事業 計

売上高

外部顧客への売上高 22,168,734 2,107,366 24,276,101 109,816 24,385,917

セグメント間の内部売上高
又は振替高

37,469 100,131 137,600 8,610 146,211

計 22,206,203 2,207,497 24,413,701 118,427 24,532,129

セグメント利益 2,035,627 280,573 2,316,200 18,761 2,334,961

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産の賃貸・管理業及びリース代理

業等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 2,316,200

「その他」の区分の利益 18,761

全社費用(注) △901,653

中間連結損益計算書の営業利益 1,433,307

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)

合計

流通事業 調味料事業 計

売上高

外部顧客への売上高 23,914,238 2,209,117 26,123,356 114,068 26,237,424

セグメント間の内部売上高
又は振替高

36,300 88,080 124,380 9,580 133,961

計 23,950,538 2,297,198 26,247,736 123,648 26,371,385

セグメント利益 2,461,683 393,683 2,855,367 28,007 2,883,374

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産の賃貸・管理業及びリース代理

業等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 2,855,367

「その他」の区分の利益 28,007

全社費用(注) △910,433

中間連結損益計算書の営業利益 1,972,940

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。


